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令和４年中に塩釜地区管内で発生した火災のうち、「たばこ」を原因として発
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５ 放火・放火の疑い火災概要    （２０～２１頁） 

令和４年中に塩釜地区管内で発生した火災のうち、「放火・放火の疑い」を原

因として発生した火災に関する概要 
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令和４年中に塩釜地区管内で発生した火災のうち、「ストーブ」を原因として
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【火災概要】 

⑴ 発生件数  ４０件 ／ 死者４名  ／ 負傷者１４名 

  建物火災  ２９件 ／ 死者４名  ／ 負傷者１３名 

林野火災   １件 ／ 死者０名  ／ 負傷者 ０名 

車両火災   ４件 ／ 死者０名  ／ 負傷者 ０名 

船舶火災   ０件 ／ 死者０名  ／ 負傷者 ０名 

その他の火災 ６件 ／ 死者０名  ／ 負傷者 １名 

 

 

 

 

・ 令和４年中に発生した火災の件数は、建物火災２９件（７２．５パーセント）、林

野火災１件（２．５パーセント）、車両火災（１０．０パーセント）、その他の火災（１

５．０パーセント）となった。 

・ 火災全体における建物火災の割合が令和３年（５４．５パーセント）及び令和２年

（６６．７パーセント）より多くなった。 
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⑵ 発生時刻 

  ０～ ２時台 ４件（１０．０パーセント） 死者０名 負傷者３名 

３～ ５時台 ４件（１０．０パーセント） 死者２名 負傷者２名 

  ６～ ８時台 ８件（２０．０パーセント） 死者１名 負傷者５名 

  ９～１１時台 ２件（ ５．０パーセント） 死者０名 負傷者０名 

 １２～１４時台 ３件（ ７．５パーセント） 死者０名 負傷者０名 

 １５～１７時台 ６件（１５．０パーセント） 死者０名 負傷者１名 

 １８～２０時台 ８件（２０．０パーセント） 死者１名 負傷者３名 

 ２１～２３時台 ４件（１０．０パーセント） 死者０名 負傷者０名 

  不明     １件（ ２．５パーセント） 死者０名 負傷者０名 

 

 

 

・ 火災発生時刻については、６～８時台、１８～２０時台にそれぞれ８件発生し、この

時間帯のみで、全体の４０．０パーセントを占めていた。 

・ 死者及び負傷者は全体で１８名発生し、そのうち０～８時台に１３名（７２．２パー

セント）発生していた。 
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⑶ 火災種別ごとの発生日時 

０～ ２時台 ４件（建物４件／林野０件／車両０件／その他０件） 

３～ ５時台 ４件（建物３件／林野０件／車両０件／その他 1件） 

  ６～ ８時台 ８件（建物７件／林野０件／車両１件／その他０件） 

  ９～１１時台 ２件（建物０件／林野０件 車両１件 その他１件） 

 １２～１４時台 ３件（建物２件 林野０件 車両０件 その他１件） 

 １５～１７時台 ６件（建物２件 林野０件 車両１件 その他３件） 

 １８～２０時台 ８件（建物７件 林野０件 車両１件 その他０件） 

 ２１～２３時台 ４件（建物３件 林野１件 車両０件 その他０件） 

  不明     １件（建物１件 林野０件 車両０件 その他０件） 

 

 

・ 建物火災については、６～８時台、１８時から２０時台に多く発生した。起床や始

業時、帰宅や終業時に多く発生している傾向がみられた。また、８時から１８時まで

の間はあまり火災が発生していなかった（４件） 

・ 車両、その他の火災については、６～２０時台に発生しており、建物火災とは逆の

傾向があった。 
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⑷ 出火原因    

電気関係      ８件（２０．０パーセント）死者１名 負傷者０名   

たばこ       ５件（１２．５パーセント）死者１名 負傷者３名 

放火・放火の疑い  ５件（１２．５パーセント）死者１名 負傷者２名 

ストーブ      ４件（１０．０パーセント）死者０名 負傷者３名 

その他      １６件（４０．０パーセント）死者１名 負傷者６名 

不明        ２件（ ５．０パーセント）死者０名 負傷者０名 

 

 

 

・ 出火原因については、「電気関係」に起因するものが多く、電気製品の増加等が背景に

あると考えられる。 
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⑸ 季節別 

  春（ ３ ～ ５月） １０件（２５．０パーセント） 

  夏（ ６ ～ ８月） １１件（２７．５パーセント） 

  秋（ ９ ～１１月）  ６件（１５．０パーセント） 

  冬（１２ ～ ２月） １３件（３２．５パーセント） 

 

 

 

・ 建物火災については、住宅火災は冬に多く発生しているのに対し、住宅以外の建物火災

は春から秋にかけて発生していた。 

・ 車両、その他の火災の発生時季に特徴は無かった。 

・ 冬の広報宣伝は住宅地を中心に実施し、その他の季節は住宅地以外の地域を中心に実施

すると効果が表れる可能性がある。 
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⑹ 負傷者（１４名）の負傷時の行動 

  初期消火中    ２名（１４．３パーセント）   

避難中（煙）   ４名（２８．６パーセント） 

避難中（その他） ２名（１４．３パーセント） 

  逃げ遅れ     １名（ ７．１パーセント） 

その他      ５名（３５．７パーセント） 

※ 自損２名、家事従事中１名、業務・作業中２名  

 

 

・ 避難中、逃げ遅れによる受傷が７名については、早期発見による早急な避難により、発

生を防ぐことが出来た可能性がある。 
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⑺ 初期消火の状況 

  火災４０件のうち、２１件（５２．５パーセント）で初期消火を実施 

  初期消火を実施し２２件のうち、１２件（５７．１パーセント）で初期消火成功 

 

 消火器  ５件（成功 ５件）（２３．８パーセント／成功 １００．０パーセント） 

水バケツ ５件（成功 ３件）（２３．８パーセント／成功  ６０．０パーセント） 

 水道水  ７件（成功 ２件）（２８．６パーセント／成功  ３３．３パーセント）   

土砂等  １件（成功 ０件）（ ４．８パーセント／成功   ０．０パーセント） 

  その他  ４件（成功 ２件）（１９．０パーセント／成功  ５０．０パーセント） 

 

 

・ 初期消火において、消火器は有効であることが分かった。 

・ 消火器を使用した初期消火件数が少ないため、消火器の普及啓発が必要である。 

・ 初期消火の実施状況に大きな特徴は無かった。 
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【住宅火災概要】 

⑴ 発生件数 １９件 ／ 死者３名  ／ 負傷者１２名 

 

⑵ 発生時刻 

  ０～ ２時台 ３件（１５．８パーセント） 死者 ０名 負傷者 ３名 

３～ ５時台 ３件（１５．８パーセント） 死者 ２名 負傷者 ２名 

  ６～ ８時台 ４件（２１．１パーセント） 死者 １名 負傷者 ５名 

  ９～１１時台 ０件（   ０パーセント） 死者 ０名 負傷者 ０名 

 １２～１４時台 １件（ ５．２パーセント） 死者 ０名 負傷者 ０名 

 １５～１７時台 ０件（   ０パーセント） 死者 ０名 負傷者 ０名 

 １８～２０時台 ４件（２１．１パーセント） 死者 ０名 負傷者 ２名 

 ２１～２３時台 ３件（１５．８パーセント） 死者 ０名 負傷者 ０名 

  不明     １件（ ５．２パーセント） 死者 ０名 負傷者 ０名 

 

・ 住宅火災は９時台から１７時台においては、ほとんど発生していないことが分かった。 

・ 住宅火災における死者及び負傷者の発生は０時台から８時台の就寝時間に多い結果と

なった。 
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⑶ 出火原因    

電気関係     ５件（２６．３パーセント） 死者１名 負傷者０名     

たばこ      ３件（１５．８パーセント） 死者１名 負傷者３名 

ストーブ     ４件（２１．１パーセント） 死者０名 負傷者３名 

放火・放火の疑い ２件（１０．５パーセント） 死者１名 負傷者２名 

その他      ４件（２１．１パーセント） 死者０名 負傷者４名 

不明       １件（ ５．２パーセント） 死者０名 負傷者０名 

 

 

 

 

・ 住宅火災における出火原因の内、最も多かったのは電気関係であった。 

・ 電気関係、たばこ、放火の疑いの火災において、死者が発生した。 

・ 負傷者は、たばこ及びストーブ火災で多く発生した。 
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⑷ 出火場所 

居室    １３件（６８．４パーセント）  死者３名 負傷者１０名 

      ※ 死者発生率 ２３．１パーセント 

      ※ 負傷者発生率７６．９パーセント 

台所・厨房  ２件（１０．５パーセント）  死者０名 負傷者 ２名 

      ※ 負傷者発生率１００パーセント 

廊下     １件（ ５．３パーセント）  死者０名 負傷者 ０名 

建物外    ３件（１５．８パーセント）  死者０名 負傷者 ０名 

 

 

・ 住宅火災における出火箇所の半数以上が居室からの出火となった。 

・ 台所で発生した火災については、負傷者が発生しやすい傾向がみられた。 
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⑸ 住宅用火災警報器 設置状況 

適正設置     ３件（１５．８パーセント） 死者 ０名 負傷者 ０名                          

一部設置     ３件（１５．８パーセント） 死者 ０名 負傷者 ２名 

        ※ 負傷者発生率６６．７パーセント 

未設置      ９件（４７．４パーセント） 死者 ３名 負傷者 ８名 

        ※ 死者発生率 ３３．３パーセント 

        ※ 負傷者発生率８８．９パーセント 

不明・住戸外出火 ４件（２１．０パーセント） 死者 ０名 負傷者 ２名 

         ※ 負傷者発生率５０．０パーセント 

 

 

 

・ 住宅火災における死者３名は、全て住宅用火災警報器が未設置の住宅で発生していた。 

・ 負傷者の発生率は住宅用火災警報器未設置住宅が圧倒的に高かった。 

・ 住宅用火災警報器が塩釜地区消防事務組合火災予防条例通りに設置されている住宅火

災において、死者及び負傷者は発生しなかった。 
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⑹ 住宅用消火器 設置状況 

設置       ９件（４７．４パーセント） 死者２名 負傷者７名 

※ ９件全て初期消火にて消火器は未使用 

未設置      ６件（３１．６パーセント） 死者１名 負傷者５名 

不明・住戸外出火 ４件（２１．０パーセント） 死者０名 負傷者０名 

  

 

 

・ 約半数の住宅において消火器の設置が確認できたが、死者及び負傷者の発生を抑制する

ことはできなかった。背景としては、消火器の設置に留まり、初期消火へ使用できていな

いことが考えられる。 

・ 消火器未設置住宅においても、高い水準で死傷者が発生していることから、住宅用消火

器の普及並びに適正使用について指導していくことが課題である。 
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⑺ 季節別 

  春（ ３ ～ ５月） ２件（１０．５パーセント） 死者０名 負傷者１名 

            ※ 負傷者発生率 ５０．０パーセント 

  夏（ ６ ～ ８月） ５件（２６．４パーセント） 死者０名 負傷者１名 

            ※ 負傷者発生率 ２０．０パーセント 

  秋（ ９ ～１１月） ２件（１０．５パーセント） 死者１名 負傷者２名 

            ※ 死者発生率  ５０．０パーセント 

            ※ 負傷者発生率 １００．０パーセント 

  冬（１２ ～ ２月）１０件（５２．６パーセント） 死者２名 負傷者８名 

※ 死者発生率  ２０．０パーセント 

             ※ 負傷者発生率 ８０．０パーセント 

 

・ 秋に発生した火災において、死者及び負傷者の発生率が非常に高かった。 

・ 冬に発生した火災について、件数、死者数、負傷者数の全てが、年間の半数以上を占め

る結果となった。 
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春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～１１月） 冬（１２～２月）

季節別 住宅火災発生状況

発生件数 死者数 負傷者数
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⑻ 負傷者（１２名）の負傷時の行動 

  初期消火中   ２名（１６．７パーセント）  

避難中（煙）  ４名（３３．３パーセント） 

避難中（その他）２名（１６．７パーセント）※飛び降り２名 

  逃げ遅れ    １名（ ８．３パーセント） 

その他     ３名（２５．０パーセント）※自損２件及び家事従事中１件 

 

 

・ 住宅火災で発生した負傷者１２名のうち、６５歳以上は５名（４１．７パーセント）だ

った。 

・ 初期消火中の負傷者も発生しているため、適切な初期消火の実施について、注意喚起が

必要である。 

・ 負傷者１２名のうち、７名（５８．３パーセント）が避難中及び逃げ遅れによる負傷で

あった。 
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3

0
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1

2

0

1

2

3

4

5

初期消火中 避難中（煙） 避難中（その他） 逃げ遅れ その他

負傷者の負傷時の行動

受傷者数 ６５歳以上
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⑼ 初期消火の状況 

  住宅火災１９件のうち、９件で初期消火を実施（４７．４パーセント） 

  初期消火を実施した９件のうち、１件で初期消火成功（１１．１パーセント） 

  消火器   １件（成功 １件） （１１．１パーセント／成功１００パーセント） 

       ※ 住戸外出火によるもの 

水バケツ  ２件（成功 ０件）  （２２．２パーセント／成功  ０パーセント） 

  水道水   ５件（成功 ０件） （５５．５パーセント／成功  ０パーセント） 

土砂等   １件（成功 ０件）  （２２．２パーセント／成功  ０パーセント） 

 

・ 消火器については、初期消火の成功率が高く（１００パーセント）、有効であることが

確認された。 

・ 水バケツや水道水、土砂等を使用した初期消火に効果は確認されなかった。 

・ ⑹に記載のとおり住宅用消火器の普及並びに適正使用について指導していくことが課

題である。 

・ 初期消火の実施時刻については、０時から５時台の実施率が低いことが分かった。 

・ ０から５時台においては、初期消火の実施率が低く、その要因としては、住宅用火災警

報器未設置による早期発見の遅れが考えられる。 

1
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5
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0 0 00

2

5

1

0

1
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3

4

5

6

消火器 水バケツ 水道水 土砂等

初期消火用具の状況

件数 成功 失敗
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0 0 0
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2

0 0 0 0 0 0
0

1
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3

4

5

0～2時台 3～5時台 6～8時台 9～11時台 12～14時台 15～17時台 18～20時台 21～23時台 不明

初期消火実施状況

発生件数 実施 未実施 初期消火未実施かつ住警器未設置
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【電気火災概要】 

⑴ 発生件数 ８件（死者１名 ／ 負傷者０名） 

 

⑵ 出火時刻 

 

⑶ 季節 
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0～2時台 3～5時台 6～8時台 9～11時台 12～14時台 15～17時台 18～20時台 21～23時台

電気火災発生時刻

全体 建物火災 車両火災
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1

0 0 0
0

1
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4

春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～１１月） 冬（１２～２月）

季節

全体 建物火災 車両

16



⑷ 出火箇所等 

 

 

 

 

 

・ 電気火災発生時刻については、大半が２１時台から８時台に発生していた。 

・ 季節別については、冬に多く発生しており（３７．５パーセント）、電気の使用時

間等に比例する可能性が確認された。 

・ 出火箇所については、配線器具からの出火が７件（８７．５パーセント）であり、

電気機器からの出火は１件（１２．５パーセント）であった。 

・ 電気火災発生の経過について、特徴は見られなかった。 

  

 

 

 

7

1

出火箇所別

配線器具 電気機器

2

22

1

1

経過別

接触部過熱 絶縁劣化 短絡

スパーク 火花
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【たばこ火災概要】 

⑴ 発生件数 ５件（死者１名 ／ 負傷者３名 ※ 全て建物火災にて発生） 

 

⑵ 出火時刻 

 

３ 季節別 
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0～2時台 3～5時台 6～8時台 9～11時台 12～14時台 15～17時台 18～20時台 21～23時台

たばこ火災発生時刻

全体 建物火災 その他の火災
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0 0 0
0
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3

春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～１1月） 冬（１２～２月）

季節

全体 建物火災 その他
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４ 着火物等 

 

 

・ たばこを原因とする建物火災は、１８時台から８時台において発生している。 

・ 原因については、処理不十分によるものが３件（６０．０パーセント）であり、消

火行為の怠慢によるものといえる。 

・ たばこを原因とする建物火災４件のうち、３件（７５．０パーセント）の火災で負

傷者が発生し、うち１件で死者が発生した。負傷者３名のうち、２名は避難中の煙の

吸い込み等によるものであり、１名は初期消火中であった。 

 

 

 

 

 

2

1

1

1

着火物

ごみ カーペット 装飾品 木くず

1

3

1

原因

火種の落下 処理不十分・再燃

火種の接触
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【放火・放火の疑い 概要】 

⑴ 出火件数 ５件（死者１名 ／負傷者 ２名 ※１名は自損行為） 

 

⑵ 出火時刻 

 

⑶ 季節別 
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0～2時台 3～5時台 6～8時台 9～11時台 12～14時台 15～17時台 18～20時台 21～23時台

放火・放火の疑い火災発生時刻

全体 建物火災 その他の火災

1 1
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1
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1 1 11

0

1

0
0
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3

春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～１１月） 冬（１２～２月）

季節

全体 建物火災 その他の火災
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⑷ 原因別 

 

※ 出火箇所における「台所」については、自損行為によるもの。 

 

・ 出火時刻については、０時から８時台に発生している件数が４件（８０．０パーセ

ント）であり、人が行動する時間の前に多く発生していた。 

・ 季節については、概ね各季節一様に発生していた。 

2

1

1

1

着火物

可燃性液体 助燃剤 紙屑 不明

1

13

出火箇所

居室 台所 建物外
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【ストーブ火災 概要】 

１ 発生件数 ４件（死者０名 ／ 負傷者３名） 

 

２ 出火時刻  

 

 

３ 季節別 

※ 秋に発生した１件については１１月下旬に発生したもの。 
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0～2時台 3～5時台 6～8時台 9～11時台 12～14時台 15～17時台 18～20時台 21～23時台

ストーブ火災発生時刻

全体 負傷者
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春（３～５月） 夏（６～８月） 秋（９～１１月） 冬（１２～２月）

季節

全体 負傷者
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４ 経過等 

 

 

 

・ 発生季節については、１１月下旬から２月までの寒い季節（ストーブを使用する季節）に発

生していた。 

・ 火災が発生したストーブの種類については、石油ストーブが３件（７５．０パーセント）、

ガスストーブが１件（２５．０パーセント）となった。 

1

3

種類

ガスストーブ 石油ストーブ

2

1

1

経過

可燃物の落下 可燃性ガスへ引火

輻射熱
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